
山
中
裕
先
生
著
書
・
論
文
自
録
(
一
一
)

小
口
雅
史
繕

。
昭
和
四
十大
鏡
の
控
史
批
粍
の
性
格

間
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
一

一一

宮
仕
意
識

頭
文
学
解
釈
と
鑑
賞
三
一

i
盟

紫
式
部

人
物
叢
書
酎
録
=
三

『
紫
式
蔀
』
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三
丹
i
昭
和
四
十
二
年
一
晃

日
記
と

控
史
散
歩
二
四
i
一
一
六

六
月

源
氏
物
詩
準
拠
説
に
関
す
る

教
育
一
回

i
六

七
月

角
田
文
衛
氏
著
吋
綿
糸
式
部
の
身
辺
恥

闇
語
と
冨
文
学
四
一
一
丁
七

/三
月

藤
原
兼
家
と
そ
の
穿
辺

呂
本
古
典
評
釈
・
全
註
釈
叢
書
月
報
二

。
昭
和
田
十
二
年

月

正
月
の
年
中
行
事

日
本
監
史
二
二
四

り
l
ズ
閥
、
世

界
文
化
社
〉

{
呂
仕
、
え
先

思
文
学
解
釈
と
鑑
賞
一
一
一
一



六
丹

七
丹

/¥ 
月

間
究

ロ
J 

華
麗
な
る
摂
関
政
治

(
秋
山
慶
・
山
中
裕
一
議
、

『
百
本
文
学
の
歴
史
』

4
複
合
と
革
新
(
住
藤
謙
三

歴
史
物
語
の
登
場

竹
内
理
一
一
一
端
、
角
川
警
告
)

一一五
i

八
編

年
中
行
事

よ
仇
草
子
必
携
h

十
一
丹

i
十
二
月

貞
信
公
記

年
中
行
事
絵
巻

西
宮
記
①
②

8 

「
北
出
抄
」

「
小
右
記
」

月
9
日

丹

五
月
。
昭
和
四
十
一
一
一
年

国
文
学
解
釈
と
鐘
賞
一
一

九
月

十
二
月

歴
史
物
語
に
及
ぼ
し
た
影
響

能
見
堂
の
震
史
i

金
沢
能
見
堂
八
景
禄
起
考

♂
清
少
納
言
伝
記
孜
」

自
本
震
史
二
四
一

河
北
騰
氏
著
『
栄
花
物
語
研

一点

l

八

源
氏
物
語
の
高
一
麗
一
人
に
つ
い
て

博
士
遠
雷
記
念
論
文
集
、
塙
書
房
)

年
中
行
事
絵
巻
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

七

改

改

藤
豪
邸
輔
の
日
記
・
九
暦

読
売
新
開
(
日
月

η
日
1

立

向ふ司

/、

三
議
古
文
化
四

日
本
絵
巻
物
全
集
月
報
二
三

。
昭
和
四
十
四
年

六
丹

十十
二
月

月
不
明

jヲ

林
睦
朗
著
『
上
代
政
治
社
会
の
研
究
』

湘
南
史
学
一

丹

平
安
時
代
の
女
流
文
学

講
談
社
版
日
本
控
史
全
集
月
報
五

自
!
大

条
院
(
敦
明
義
王
)
考

博
士
還
官
記
念
会
議
、
吉
川
弘
文
館
)

L長

設

目
崎
徳
高
著
『
平
安
文
化
史
論
』

軍

史
学
雑
誌
七
人
i

六

二
ー
八

月

に
つ
い
て

一
月
田
誌
の

松
村
博
一
両
氏
著
『
業
花
物
語
の
研
究

一直

第
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史
書
・
史
論
の
文
学
性

国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
一
四
一
六
一
史
一

友

男
弐
と
対
談
)

四
月
。
昭
和
四
十
思
年

? 

五
月

七
月

み
(
学
習
窃
究
社
)

道
長
の
時
代
i

満
月
に
比
し
た
権
勢
と
栄
華

宮
廷
貴
族
の
遊
芸
!
遊
戯

に
ひ
そ
む
権
力
の
暗
闘

吋
日
本
と
世
界
の
歴
史
』

8

(
学
習
研
究
社
)

ふ、

寿
記
念
論
集

改

+
亦
木
志
津
子
著
『
御
堂
関
白
葉
原
道
長
』

日
本
歴
史
二
六
六



十

月

十
二
月

源
氏
物
語
の
史
的
背
景

国
語
科
通
信
一
九

直

源
融
考

[XJ 

古
代
学
一
七
三

改

三
月
。
昭
和
四
十
六
年

『
国
史
大
系
書
目
解
題
』
上

四
月
五
月

六
月

七
月
十
二
月

栄
花
物
語

吉
川
弘
文
館
)

亙

坂
本
太
郎
・
黒
板
昌
夫
編

源
氏
物
語
の
歴
史
と
文
学

論
壇
一
ー
一

『
栄
花
物
語
』

の
史
実
と
虚
構
『
栄
花
物
語
全
注
釈
』

〆〆、、

一、¥J〆

日
本
古
典
評
釈
・
全
注
釈
叢
書
月
報

一
を
読
み
て

叢
2
、
紫
式
部
学
会
編
、
武
蔵
野
書
院
)

亙

『
源
氏
物
語
と
そ
の
周
辺
』
(
古
代
文
学
論

源
氏
物
語
の
準
拠
と
構
想

年
中
行
事

ぱ
れ
る
が

源
氏
物
語
の
時
代

『
源
氏
物
語
講
座
』

6

(
有
精
堂
)

道
風
と
佐
理
の
生
き
方

書
道
芸
術
月
報
二
二

角
田
文
衛
著
『
王
朝
の
映
像
』

日
本
歴
史
二
八
三

四
月
。
昭
和
四
十
七
年

国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
三
七
ー
四

六
月

七
月

九
月

公
事
と
生
活
の
記
録

『
平
安
朝
の
年
中
行
事
』
(
塙
書
房
)

栄
花
物
語
の
史
実
と
虚
構
〈
二
〉

『
栄
花
物
語
全
注
釈
』

日
本
古
典
評
釈
・
全
注
釈
叢
書
月
報
一
六

宮司
改

lXJ 
二
を
読
み
て

会
編
、
吉
川
弘
文
館
)

囚

『
続
日
本
古
代
史
論
集
』
下
(
坂
本
太
郎
博
士
古
稀
記
念

藤
原
兼
家
論

改

王
朝
の
后
た
ち

王
朝
の
才
女
た
ち

『
日
本
女
性
史
』

王
朝
の
女
(
笠
原
一
男
編
、
評
論
社
)

1
め
く
る
め
く

十
一
月
1
昭
和
五
十
年
五
月

源
氏
物
語
と
年
中
行
事

『
源
氏
物
語
』

3
1
5

日

本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
)

直

四
月
。
昭
和
四
十
八
年

円
地
文
子
訳
源
氏
物
語
巻
八
月
報

六
月

/¥ 
月

十
月

十

月

源
氏
物
語
と
年
中
行
事

日
記
文
学
と
物
語
文
学

『
日
本
の
歴
史
』
4
平
安
貴
族
(
研
秀
出
版
)

宮
廷
人
の
生
活
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か

平
安
時
代
の
宴
と
節
会

物

合
わ
せ

平
安
時
代
の
女
性
の
地
位
は
ど
ん
な
で
あ
っ
た
か

文
学
に
現

れ
た
平
安
時
代
の
「
婿
取
り
婚
」

『
源
氏
物
語
』
は
ど
う
し
て
で
き
た

ヵ、

歴
史
の
見
方
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
か

『
日
本
歴
史
の

視
点
』

日
本
書

1
原
始
・
古
代
(
児
玉
幸
多
・
豊
田
武
・
斎
藤
忍
編
、
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主
日
J

主
本
、
赤
染
衛
門

歴
史
の
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
〈
ロ
〉

サ
ン
ケ
イ
新
聞
(
日
日

(
、
水
井
路
子
氏
と
対
談
)

後
に
『
歴
史
の
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
』
(
光
風
社

書
庖
)
に
再
録

関
連
諸
学
か
ら
風
俗
史
学
へ
文
献
史
学
の
立
場
か
ら

風
俗
二
一
ー
一

改

直

栄
花
物
語
の
作
者
と
歴
史
性

朝
日
新
聞
(
お
日

源
氏
物
語
と
時
代
性

季
刊
リ
ポ
ー
ト
笠
間
九

。
昭
和
四
十
九
年

月

栄
花
物
語
の
史
実
と
虚
構
〈
三
〉

『
栄
花
物
語
全
注
釈
』
三
を
読
み
て

月

日
本
古
典
評
釈
・
全
注
釈
叢
書
月
報
一
九

万
葉
と
神
奈
川

郷
土
神
奈
川



四
月

六
丹

七
月

九
月

十

薪
稿
)

兼
通
の
争
い

の
史
的
研
究
」
〈
安
川
弘
文
館
)

つ
ぼ
み
花
巻

故
実
説
話

ヱ
ロ
本
の

務
端
、
東
京
美
籍
)

改

地
誌
と
懸
史

吋
日
本
の
後
宮
』

和
泉
式
部

の
時
代

源
氏
物
語
の
準
拠
と
史
実

大
出
版
会
)

中
関
連白
中家
世の
(31 衰
え

(
市
古
貞
次
‘
大
島
建

古
代
文
化
二
六

i
七

俳
句
と
エ
ッ
セ
イ

M七

『
源
氏
物
語
の
研
究
」
(
阿
部
秋
生
輔
、

『
日
本
生
活
文
化
史
』

3
司
本
的
金
活
の
基
点
f

河
出
番

一
環
新
社
)

月

『
平
安
人
物
志
恥

東
京
大
学
出
稼
会
〉

。
昭
和
五
十
年

月

宮
廷
行
事
の
知
識

四
月

五
月

一
校
史
物
語
の
本
質

一O
i
四

歴
史
と
私

四

東
京
大
学
新
聞

(
6
5
)

「
日
記
文
学
」
と

の
世
界

ら
れ
た
関
白

『
人
物
探
訪
・

国
書
)

の
簡
で

(
3
E
 

藤
原
頼
通
i

の
威
光
に
支
え

の
歴
史
』

暁
教
育

〈
叫
清
少
納
言
顕
彰
記
念
講
演
)

中
清
少
納
言

九

古
代
文
北

七
l

五

六
丹

七
}j 

ノ、
}j 

九
月

十

の
男
女
観

ば
れ
る
が
こ
入
。

『
議
賞
日
本
古
典
文
学
』
日

編

改

栄
花
物
語

一O
l
九

…
控
史
読
本
事
典
、
ン
リ

i
ズ
・
日
本
一
校
史

『
接
鹿
秘
抄
ー
待
賢
門
誌

東

彰
子
、

弟
道
長
の
全
盛
に
貢
献

と
芳
子

吋
人
物
探
訪
・

5
本

時
歴
史
の
女
姓

の
史
実
と
虚
構
《
四
V

1

3
査
化
物
語
全
注
釈
い

丹

立
木
花
物
語
』

み
て

日
本
古
典
評
釈
・
全
注
釈
叢
幸
一
日
月
報

。
昭
和
五
十
一
年

四
月

六
月

/¥ 
月

十
二
月

『
平
安
輯
も
の
し
り
』

(
K
X
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
)

枕
草
子

『
枕
草
子
講
騒
い

改

藤
原
道
長
と
摂
関
政
治

吋
王
朝
貴
旗

自
由
甚
五
郎
地

O 総
覧
に
再
録

古
え
文
化
二
七
l
八

源
泉

)¥ 

藤
車
道
長
と
摂
政
関
自
の
組
識

四

史

学

雑

誌

八

五

三

改

栄
花
物
語
の
壁
史
的
特
骸

『
鑑
葉
自
本
古
典
文
学
』
孔

に
あ
ら
わ
れ
た
中
関
自
家
の

(
松
村
博
一
時
・
阿
部
秋
生
編
、

俳
句
と
エ
ッ
セ
イ
問
i

五

池
田
勉
著
吋
源
氏
物
語
試
議
』

古
代
文
化
二
八

i
六

平
安
輯
文
学
と

あ
す
あ
す
あ
す
一

吉
伐
文
化

/¥ 

威
子

間
帯

安
子

80 

明
q包

アし紫



十
ニ
丹

『
栄
花
物
語
』
の
史
実
と
患
講
〈
五
v

i

J
米
花
物
語
全
注
釈
』

み
て

日
本
古
典
評
釈
・
金
註
釈
叢
童
四
月
報
二
三

。
昭
和
五
+
二
年

臨
月

五
男

七
月

十
一
月

十
月

村
上
天
皇
i
天
暦
の

別
冊
壁
史
読
本

(
歴
代
天
皇
百
二
十

四
代
)

後
に
別
冊
藍
史
読
本
入
門
シ
リ
ー
ズ

1

十
五

代
〉
に
再
録

jヲ

は
か
ら
れ
た
天
皇
i
花
山
天
議

藤
票
氏
の
内
争
i
兼
過
と
兼
家

人

物
群
像

4
貴
族
の

〈
尚
子
饗
研
究
社
)

栄
花
物
語
の
本
貿
i
巻
六
「
か
示
、
ゃ
く
藤
壷
い

て
、
そ
の

意
識
に
つ
い
て

『
地
域
と
文
化
』
本
金
田
重
美
先
生
定
年
記
念
論
文
集

(
蛭
沼
寿
雄
編
、

に
つ
い
て
の
想
い
出

陽
明
叢
書
図
書
籍
丹
報
九

栄
花
物
語
と
摂
関
故
治
i
特
に
後
官
を
中
心
と
し
て

四
藤
原
道
長
の
人
間
橡

朝

E
薪
間

告

文
学
に
あ
ら
わ

歴
史
手
結
五
|
去

震
史
物
語
と
し
て
の
『
栄
花
物
語
恥

ぱ
れ
る
が

賦
俗
史
学
と
年
中
行
事

江
馬
務
著
作
集
μ
刊
誌
九

の
生
活
と
文
化

駿
装
文
化
一
五
五

「
源
氏
物
語
い
の
魅
力

震
史
公
論
…

i
七
(
阿
部
秋
生
氏
と
対
訣
)

清
少
納
言
と
そ
の
時
代

国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
盟
一

ー
二
二

月

女
文
字
と
女
日
記

『
自
本

赤
染
衛
門
!
道
授
の
栄
華
を
綴
っ

女
性
の
壁
史
』

る
才
女
(
暁
教
育
図
書
)

風
俗
史
学
の
現
状
と
未
来

汁
J

火
火
J

t
方三円コニ向日"、

。
昭
和
五
十
一
二
年

二
月

六
丹

}¥、

月
九
月

十
月

報
五
七

理一
平
安
朝
の
年
中
行
事
4

正
月
風
景

E
崎
徳
富
著

心
に
鳴
り
わ
た
る
レ
コ
ー
ド

ム
銀
癒
す
ブ
・
ポ

i
一フ)

人
物
と
筆
蹟

吉
川
弘
文
館
〉

み
て

日
本
寄
金
ハ
評
釈
・

月

平
安
時
代

角
川
書
宕
)

泉
信
一
六
i

〈
進
士
襲
幹
・

『
続
律
令
国
家
と
貴
族
社
会
』
(
作
内

固

8 
日

二
、
白
日
】
〈
)
戸
〉
沼

0
0山
内
一
山
』

3
(
ア
ト
ワ
ア

下
(
井
上
光
長
時
士
還
暦
記
念
会
編
、

81-

全
ハ
〉

1

4木
花
物
語
全
注
釈
』

五

『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
』

源
氏
物
語
若
燕
の
巻
に
つ
い
て
i
議
拠
と
講
成
を
中
心
と
し
て

よ
雲
南

jヲ

官
職

(
上
村
悦
子
端
、
笠
間
書
提
)

別
器
開
冨
文
学

1
諜
氏
物
語
必
携
(
秋
山
愛
一
様
、
学
燈

子土

。
詔
和
五
+
四
年

Jl 

年
中
行
事
と
官
廷
の
女
性

コ
ロ
本
女
性
の
歴
史
』
見
詰
本
女
性
史
の
謎



J¥ 
Ji 

ー
そ
の
時
代
背
景
と
哲
史
性
を
み
る

ポ

九

。
詔
和
五
十
五
年

月

公
家
日
記
と
年
中
行
事
儀
式
i
忠
平
・
誇
轄
を
中
心
に
し
て

六
月

十
二
月

館
善
本
叢
書
月
報
五

O

早
春
の
箱
根

タ
ウ
ン
誌
浜
っ
子
二
七

保
坂
弘
司
著
明
大
韓
研
究
序
説
』

国
文
学
研
究
七
一

栄
花
物
語
の

説
話
文
学
研
究
一
五

28 

そ

釈
と
教
材
の

五

『
王
朝
貴
捺
と
女
流
作
家
b

リ
l
ズ
湖
、
ぎ
よ

月
。
昭
和
五
十
六
年

物
語
風
史
書
『
栄
花
物
語
』
を
め
ぐ
っ
て

しミ

書

R
報
二
入

(
松
村
博
司
氏
と
対
談
)

日
本
古
典
評
釈
・
全
注
釈
叢

吋
栄
迂
物
語
』
の
史
実
と
』
虚
構
〈
七
》
『
栄
花
物
語
全
注
釈
』
七
を
読

み
て

告
本
古
典
評
釈
・
全
注
釈
叢
書
月
報
二
八

月

は
し
が
き

-
山
中
硲
端
、
弘
文

σ〉

中
語
文
化
と
の

宮
廷
と
公
家
社
会

(
生
藤
張
氏
と
共
著
)

年
中
行
事
研
究
書
・
史
料
目
録

改

の
歴
史
学
』

『
年
中
行
事
の
屡
史
学
」
(
間
右
)

の
中
の
秘
め
ら
れ
た
る
歴
史
と
の
選
這
i
資
料
の
中
に
埋
も
れ
て

き主

に
つ
い
て
ゆ
、

10 

しミ
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